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編
輯
室
よ
り

△
在
呉
の
一
曾
貝
よ
り
「
天
文
學
の
早
め
」
に
就
て
御

高
見
中
野
渥
ぜ
ら
れ
山
事
な
感
謝
す
ろ
。
早
れ
ば
會

員
凡
て
の
聲
で
あ
る
こ
弔
慰
信
じ
、
追
々
蜜
改
善
致

し
大
．
い
書
存
じ
ま
す
。
會
費
も
少
し
く
値
上
げ
に
な

っ
て
、
以
前
よ
り
ば
絵
裕
が
出
來
よ
う
定
思
っ
て
居

ま
す
Q

△
久
し
振
り
で
在
来
の
山
本
氏
よ
り
二
つ
の
醗
課
が

到
着
し
て
喜
ん
で
居
ま
す
。
本
月
に
其
の
】
為
蜴
げ

ま
し
大
。

△
彌
々
穴
星
が
近
接
．
し
ま
し
実
、
、
中
村
＃
が
本
號
に

ば
衝
の
火
星
」
に
つ
い
て
書
毛
始
め
ら
れ
ま
し
☆
。

三
月
號
巨
是
非
、
火
星
の
こ
ビ
た
満
載
い
カ
し
六
い

希
望
で
軍
備
し
て
居
り
ま
す
Q

△
出
本
圃
の
「
火
星
が
來
う
ん
だ
」
の
外
、
前
斡
事
古

川
龍
城
氏
の
著
「
，
火
星
の
生
物
」
同
氏
翠
ピ
ケ
リ
ン
グ

敏
授
原
著
「
火
星
」
等
、
我
等
の
蓼
考
オ
な
る
書
が
澤

山
に
も
の
ぜ
ら
れ
て
贈
る
）

△
來
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入
閣
休
暇
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謡
大
津
石
場
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光
亭
内
藤
井
天

繋
囚
に
於
い
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擬
測
を
綾
行
す
。
來
塞
者
ば
豫

め
照
會
あ
り
穴
し
。
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倉
員
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會
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